
第14回病理学夏の学校 アンケート集計結果 

難しすぎる 
25(29%) 

やや難しい 
50(59%) 

適当 
10(12%) やや易しい 

0(0%) 

易しすぎる 
0(0%) 

I-a: 課題の難易度はどうでしたか 

短すぎる 
4(5%) 

やや短い 
34(41%) 

適当 
45(54%) 

やや長い 
0(0%) 

長すぎる 
0(0%) 

I-b: 発表までの準備期間はどうでしたか 

短すぎる 
20(25%) 

やや短い 
37(46%) 

適当 
23(29%) 

やや長い 
0(0%) 

長すぎる 
0(0%) 

I-c: グループワークの検討時間はどうでしたか 
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短すぎる 
3(3%) 

やや短い 
18(21%) 

適当 
65(76%) 

やや長い 
0(0%) 

長すぎる 
0(0%) 

I-d: 開催期間（一泊二日）は適当ですか 
7月中が良い 

2(2%) 

8月前半が良い 
8(9%) 

適当 
65(76%) 

8月下旬が良い 
11(13%) 

I-e: 開催時期（8月18日～19日）は適当ですか 



学生 
59(68%) 

大学院生 
5(6%) 

大学職員 
21(24%) 

病院病理医 
2(2%) 

II-a: あなたの職業は何ですか 

初めて 
52(60%) 

二回目 
10(12%) 

三回目以上 
24(28%) 

II-b: 病理学夏の学校への参加は何回目ですか 

ぜひ参加したい 
32(37%) 

状況が許せば

参加したい 
52(61%) 

あまり参加した

くない 
2(2%) 

II-c: 来年も参加したいですか 



大いに深まった 
23(39%) 

少し深まった 
33(56%) 

どちらとも言えな

い 
2(3%) 

あまり深まらな

かった 
1(2%) 

深まらなかった 
0(0%) 

III-a: 夏の学校を通して、病理に対する理解が深まりましたか 

病理を是非専攻

したい 
7(13%) 

数年くらい病理を

してみたい 
15(29%) 

病理に関心を持

ちつつ、臨床医と

して働きたい 
27(52%) 

病理は自分には

合わないと思う 
3(6%) 

III-b: 将来病理を専攻したいと思いますか 

II-aで「学生」と回答した方にお尋ねします。 


